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チレーザ • イゼンプルグ ，

®'プ :Cルラ"-ラ地方の干拓地 r おける資 

本换下と階級組織』 (1872-1901年)
. . \  V ぺ 、.. ，： •

Teresa isenburg, Investirrtenti di capitale e organiz- 
^zione di. classe nelle bonifiche ferraresi (1872^1901),
1971, iFire脚 .

本書はミ，ラノ大学文学..哲学学部め書の一照であ 

'り, W 世‘お末か'ら20 世紀物頭にかけて遂行されたィ 

タリアのプルラパラ地方の干拓. 灌滅事業と，そこ 

に創出きれた資本主義的大規模f t業‘経営についズ,' ま 

たそこに発生した農業争謙につU、て構造分析を行った 

ものである。. , .
本書り驚別檢成は次のようにならている。 /

序文:(ルチオ，ガムピによる紹介）

まえがき ‘ . ' .

第 I 章前世紀後半におけるフェルラーラ低地平野の 

.水利状況:
第n 享 ’機械イ匕千拓以前からあった古来のホ地（tme  

vecchic?〉における農業組織 

举in章新しく '.千拓された士地’(terre nuove)':の資本 

主義経営における農業組織 

第IV章土地労働者連盟 (Federterra)創☆までの階級 

の組織化 V ‘ .
付 録 フ ;Cルラ- •ラ県におけるボア！；一ア契約（資桃，

他 3 篇。，. ： ： ’

本稿においては以Jhの内容のうちから, : i 業経営の 

構造にしぼって, . 紹介的書評を行いたい。 -
; エミリ'7 • P •ヤ州フルラ一ラ]!;めt iマャキ

オ郡とプェルラーラ郡《フェルラァラtUの東郁）ほ，い 

くつにも分流したポー河がァドリァ海にそそぐ河口に 

近く, かつては広く傳湿地帯となっでいた。この低海 

她帯を干拓• 灌概して朝地̂化すを企画は，19世紀半ば 

に実施され始めた。それは, 毎年め洪水f eよる作業の 

困難性以外に，との地域がいわゆる海抜ゼロ メ一 トル 
地带であり, 堤防と運河を築くだけでゆ不充分で,機
f 一 I ' •, __：_ ." -：-■•■■，二.-..，'..，. ._■- ■ ... ； — '
注( U を期借地契約は, 当地では9年契約で，年Hi!借地料は30〜4 0リラ/ha (is83年）力、ら8 0リラ/ k  (1884ip) ,さらに 

1890ゴrホにえゥて一部では100リラ/ M と推移した，
( 2 ) 永小作契約は, 当地では25年または30年契約で，年問借地料が1ルリき/ hft.(1886.年) .である，ただし契約期限終 

‘ ：‘ 了時には, 地虫はf普地/ Jこ対しズ士壤改良の補償金C260リラ:/Im)を支仏って：fa地を取り戻すという契約上の特徴がカ>
-る，. ‘:*' ■：■ ，‘、■ ■ ： ■.... .，‘ ..レ. . . . . . . . ' .  ' ■ ； .，，.............................■.  '

械カ (蒸気後関ポシカによで排水しなけ•れぱ土地を 

乾かせないという事情によっている。何人力、め先駆者 

達の失敗の後, 1S71年 1 月ロンドンにおいでかerr«*6se. 
Land Reclamation Co. L td .,が設：5̂ された灌 72 年， 

とれにBanca di Torino (!>リ— ノ銀f j ) 等 3社が加わゥ 

て，資本金800ガリラ， 16,000株の iSoei6tritaMna 
per la Bonifica dei Terreni Fei*raresi，'，'(7.，エルラーラ士地 

干拓株式会社, SBTF)が設立された/  gB T Fが主に貴 

族やコム一ネ（地方自治体，町村に相当）から取得した土 

地は， 1878 年に18, 563 ha, 1883 年fcは約 21,700 ha 
に達した。SB T Fの他にも多くの企業が活動レて，19 
世紀末までにマ:Cルラ"ラ県東部の約88,000h a が干 

拓，耕地イ匕された。そ の う ち の 約 ぱ 25年前には 

水面下にあった土地でちゥた6 またこのうちの38, 000 
h a 余,りが大資本の農業経営によって取傳された，こ: 

の巨大な卞拓事業に際じて, 士地の住民と©紛争が生 

じた。士地所有権移転が住民おなんめ‘断りもなしに 

行われ, 農民の採草地や放牧地べの入会権,激民の河 

川湖溶における激業権が侵害されたからである。

とめ広大なく新しい土搏> の上やはどのような農業 

経営が行われたか。例えばSB T Fの千拓地では1883 

年時点をV 部ギ売却され:̂9他, 総面積め約7 割が .
定期借地(担は0) 契約, 1 割強力t永小作(eitfiteusi)契 

約, ' 約4ズが分益小作. (mezzadrla)契約,.，残りがそめ 

他の方式によって経営されていた， ところが1880年 

代に入って，イタリアも世界的農業恐慌に陥い»；, 
借地農業経営は困難となった。そこセSBTF.は 1886 
年以降,ボアリ一ア(boaria)契約による直接経営め比 

を全体の約2 分の1，，10,000ないし1マ, 000 M に嗜 

.大させた, ‘それでも経営は不振で, SBTFは1894年か 

ら1898年にかけて事実上の倒状態でY y — ノ銀行 

の管瑪下に活動停止してい,たd ともかくも, SBTFの 

経営組織は次のようなものであぅた（数値は1901年ゆの

ものである）。 , 、 ’
まず土地を各々が100--l, 000h aの広さのチヌタ 

(tenuta) 分け,をれぞれのチヌータにSB T Fの使 

用人セある1 名り農場管理人(fattdi'fi)を置く。 っ 

のチヌータは,.さらにいくりかり,射作単位であるヴ 

3i ノレ.ス-7̂ ロ （Versuî o) 'に分割される。, 一̂つのヴ'么ルス

n{777)
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旧 学会雑誌J 68巻10号 （I 975ギ10月)

一口の平均面糖は約21ha •や，その総数は‘18?4年に 

SBTF企体で52 $>った。各ヴルス'-ロに配置され 

る成人巧子労働力は2 名で, ボア" (boaro) とボア 

M 一 P (boarOlo)ゼあ)り， ときにはこの2人は親子で 

ある。彼らは世帯を持ち, その家族も労働!力としで契 

めに入る。彼らはチヌ‘タの中のある場所に集中させ 

られた任:ほにイセみ， 分のヴルス  一Pのな力、に約10 

ア一 ルはどの! 菜烟をもっている。'ボブ 一ロの労働の 

中心は，廳舍の家畜はに雄％ 1 ヴ：£ルス 一口につきUら 

{以下) を飼うこと，子牛を育てることである。そし 

て牛を飼うのは，ヴ:nルス‘、 の耕地に小麦，トクモ 

r iコシ, 麻，てんさい（ビ- ト）などを栽培する摩の傘 

耕, 運搬にま力を用いる* また廳肥を作るためである。 

したがってボアーロ速は飼畜のみならず,傘挑播種 

から収獲，打殺，倉rti納入.まで責任をもらて仕事をじ 

なければならず，ボア'木人や家族が病気等で仕事 

ができない時は臨時雇を使わなけれぱならない* ，

ポアリーア奨約による報酬は次のようなものである。 

成人巧子(ボア一ロとボアローについては，各々が 

年:間60Qリラの貨幣貧金を受取る他,家屋と野菜畑の 

無債ナW益権を得ており，さらに主なものどして，小麦 

収樓量の1 0 % ,小変打毅量め3. 麻収樓量の30%,
，.:トゥモロ，コシ収樓mの3 0 % ,てんさい収種量の.30%, 
取入れたプドクや薪用材の4 分の1 などの生産物分与

(comparteciiiazioixo)かある。ホアー'.ロやボアローロの妻 

-了‘は》常照労働者としての資格をもつが，i f 作労働に 

つ、、ての報酬は他の稱時履同様0 日給制で受取る。彼 

らの1 日当り貧企.は，日の出から日没まで働いて, 11月
2 月の冬期には;^子.0*8 1 )ラ；’ 女子0.:5リ.ラ，ン3, も 

. 5 , 10月にはサ3子0 . 9 リラ, 女子0 . 6 リラ， 6 〜9 月 

の夏期には巧子1.2 5 リラ， 女子0 , 8 リラとな.つてい 

る。そしてこの他, ' 打穀やまぐさ力Jりの作業參につい 

て> 特別のfh来商払い貨金力’、支払われる。

このように，ボアリ一ア契約は19世紀末の時点では 

とんど货労働樊約としての実質をもっていたが，分益 

小作契約のなごりも残っていた。ボア一口達は，毎年 

9 月29日のサ ン ，ミカエルの祭日にヴ* ノV スーロに入 

る時,赃舍の仕取と作物の植付けから収獲して打穀場 

に入れるまでの作業に必要な生産丰段の大部分を土地 

'所有者から受収り， められた報酬で,農場管理人の 

命令に従って働くのでibる。そしで打敷作業や麻のlife

維化，諸生物の保管や運送 , 用水路の清掘り，果樹 

栽培などは別個め出来高賞金で労働する。そして1 年 

間め熟約終了時に, ボァ一ロ達と企業（SBTF) とは互 

いに貸借の清算をするのである。

この地方には,ぼ同様の経営組織をもつ企業がい 

くっか存在する。例えば，コt ッキォ湖の北にあるヴ 

ヶッレ.ガッラーレ (V&116 Gallare) 農場は総面辕 

3 ,マ0 0 h a を有す’る/ この>廣場は, IS?8 宇ミラノの土 

木技師キッゾリ' と (Gerolamo ■ Chizzolini) がコムーネ 

から土地を買取って干拓を開始して以来，農業な慌中 

の困ぜな資金 ‘ 経営状態のために, ' S B T F ,ゥィャソ 

り銀行家クライン（K le ii i)その他の手を転々と経て， 

1891年に .,ナ，ツィ.オナレ銀行 . (Banca Nazionale,.-ク年 . 

後に併によってBanca d l t a l ia となる）© 所有*経営す 

るところとよった。この，場は, 1 名の総支配人がお 

り，.きらに各.々 .が約6bO haのク<7ルチィキーレ（quar- 

tiere) 6 力所f c それぞれ農場管理人を直き*また全部 

で 2 4わコルダ (corte),が存在していた。コルチという 

のはボァ 一ロの家, 聰舍，まぐさ小屋, 倉庫学め集合で： 

ある。1903年にこの企業の常® 従業員数は92 4 名で, 

経営幹部の他， 230名余りのボァ- " ロとボァロー*V  

これとはぱ同数の彼らの家族，その他の労働者i■とよら. 

て形成されており，飼Wする雄牛が1,650頭 , 農場内: 

連絡のため 3 7 k m の電話線が敷かれていた。 この農 

場の単位面積当りタ爱収積量は/  26. 1 キンタ-"ル/ ha 

(1906〜7年) であった。

同様にヴァッレ，ヴォルタ（Valle V o lta )の農場は， 

1875年にキッゾy — ^ がっ*ッサフィスカリアのコム"

ネから士地購入して干拓を始め，ユ897年キッゾ.リニュ 

. の死後, . Societe Vaudoise d*exploitations agricples, di 

■ L ossanna濃業開発ヴォドワーズ社) さらに1905年 

にけイタリァ銀行’(同銀行め： di fondi ..rustid)'の. 

手に移った。この農場も1 ,750h aが 4 つのクワルチ；f 

ユーレ, 8 力所のコルチ.に分れており/常雇従業員数 

約 4 0 0名，夏の収獲期にはか0 名の臨時雇いを’入れる，

それでは,このようなボァリーァ契約はどのような 

歷史を経ズ成立したものであるう力、。

ク: ルラーラ地方ではすでに世紀半ぱには， ボ 

pi 一二 との境界地帯を除いて，大部分において分益: 

，1、作契約はボァリーァ契約に転イヒしていた。この16な 

いし17世紀以降におこった転化は，必ず:しも光分には

注（3 )，'.Emilio, Soreni Storia dol paeaaggflo agrario italiano, Bari, 1962. pp. 384^385 (D Tav. 74 に, . , £のガタ5̂ | 
場の地図が栽ゥズいる♦ 同書第83章も参照,このような廣業摄観をラルガOwgめ ぐ 、う*
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書

説明されていない。しかし主耍な原因をイゼンプルグ 

は次のように述べている。この地方の <古来の士地> , 

は，.しはしほ水まに竟ぜ;̂ >れ》餅̂地めラだ處の̂ 族̂にさ 

らされたこと。そのため農業生を復興するにはん運 

'河や水路を建設して洪水を防ぎ,また灌槪を行わなけ 

れぱならなかった。このような大きな事業は小経営の 

分i s小作農は可能セあて,巨額の艘続的投資を 

必要とし,との土地改良を進めるととができた士地所 

有者達が裹業絡営のイ'ニシアチィプをとり，一方では 

分益小作農ダ禅ぬ;る生摩物分-おを受取る.小作擧なん、し 

定期檢夢を受取る韋金勞働者.と.いう'性格.お,も.っプこボァ
一口へと衰退していったのである。

.このよう.なボァリーァ契お普及過糖はM業接術'革 

新と並行U *t’いた。そ め は , I?世!^は阵:め, I 日来 

の体閑地を伴う穀草輪作から，（当地のゃり'方では)耕地 

を 2 分して一方に小麦を, 一^方の3 分の 2 にトゥ*̂ ： 口 

コシ, 3 分，の 麻 を ポ え て ，、1 年交代と ]U そして 

別に飼件, . 肥料) 9 0 熟持草地を作るという継続的^作 

GS代的输栽)システム移行であり， £ れゆまた四 

輸 大 型 鉄 與 敢 深 耕 ，灌齒を伴っていた。そ(b第二 

は! 870年代以降み輪りな力、へめiま料用ク:ロー メVj•類 

の導入である’。これら技術単 :翁 ぱ 、す‘れもお耕用め 

娘平の飼言と推腫肥増産を中心的要素としてぉり厂 

この点f c ボ： 口の存在意義があるのである。そして, 

このような技術的基鎭の± に, 1桃お末に大嚴場の -^  

部の優良塊では^ ク タ ル 当 り 〜 3 4 キンタ一ルの 

小麦収種量を記録することができたの' った。 .
- -• .

本書-ほ， I9世系3末のク3；ルラーラ振東部におみる大 

農場の# を浮かが上がらせるが,しがしその歴史的意 

味は明瞭ではない。それはどういうこ;とか。 ，

との大di地所有者==企業の経営する農場を形爽した. 

動因が, ‘干拓.灌御の土棟改良事寒にをり, またボァ 

リーア契約のうちに前近代的な分益小契約の名残が 

あるとしても，こ^；に；|3けるホ質的な関係は「土地に 

合体された資本J をI核とする農業資本と擧業賞労働の 

関係にi'?:かならない。とはいえ，どのようirとUてこの 

廣業資本が蓄積されたのかと\/、う間題は,イゼンプル

評
.‘， . • •，. . .  - 

クによっても,いまだ解かれていないように私には思 

われチ。思うにでこQ間^は前代の分益小作農め衰 

退，壊滅め適愈i 衷襄i を t > tいるcdではなかろうか, 
すなおもパ、綴生地主一分益小作燕制のなかで蓄積され 

すこ富が,分益小作農の経営進イヒに使われるととなく , 
北部大都市の銀行を通じて, 再び企業の土地所有• 士 

地改良と農業経営として現れ,常履または臨時雇いの 

労働力としての農村過剰人口'と結びつくような道筋が 

存在するように考えられる。

，今一"つ言えぱ, 前述の.よ,うに,これらの大藤;はぃま， 

ず干拓地上で経' } を始めお借地農業者が，；19世紀末の 

農業恐慌のなかで撤退しわりに登棒うL/Cものと思 

ることができる。.一*方，.ェ'ミ.リオ，セレュや最近の 

挑k 一ま研究が明ら力れ‘しているように，ロムバル 

ディーァ州西南部平野において,シ18址紀以降に分益'jv 
作裹に代らて支配的にな>7たものほ, 懷準itt模 100 ha 
ベ 50 h aの借堆與業链きであった。* 借地農業経'だ，と土 

,地壞有者の尊ざ經霄とは, ,とぐ.では両者とも同じく資 

本き義释営で、あっても, なおなる形態である.。こ0  

商者は, イタ])テi s業史のパダー:?̂ネ野にぉける展開, 
め線l i にぉVぱ , それ:■せれとような意嗓をもってい 

右のセもろラれ>ク 'レ

，以1と要するに, ' 4^後め謝題として,：分益小作廣の衰 

迫 .，壊滅の過程* また資本主義的借地農業経営0 発生- 

を譜 の 研究が, さ,ら.に一層浮かび上ってきていると考 

えられる<v \
CLa Nuova Italia Editrice, pp. 188, -2800 Lire〕

<付 記 〉 次のロゲX ~ Vの著作は，本書と同じプ 

* ルラーラ地方の, :社会連動，勞働農民連動に開 

す ;^斩虎書でるが , この著作の第し2 章:は，

イゼンプルグの本書に相当依拠し*;Cいる4 ： 

Alessandro Roveri, Dal Sindacalismo rivoluzio 
nario al Fascismo,—Capitalismo aざrarid e socialismo 
nel ferrarese . (1870^1920), Firenze, Nuova Italia, 
1972. アレッサンドロ • ログ,ュ- リ*■革命的サン 

デ;r 力リズムからクナシズみズ/  ' •
横 山 隆 作  ；

' 彼應義塾大学大ま'経済学博士課程》

注（4 ) r近代ロンバルデ;r プ大禽場格-営め歴史的性格J, 地 制 お 学 J 第 6 5号, -27^40貝 ‘

■ ' . /  .’. . ，， ，，、’’ ■ \
—̂ ^n{779 ) —  ,
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